
解体工事に伴う苦情件数

 解体工事に関する苦情件数は、年を追うごとに増加する傾向にあります。
 発注者が知らないところで不適正行為が発生している可能性があります。
 発注者による解体工事の進捗確認が重要となります。
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発注者にできること

解体工事請負契約書への電子
マニフェスト使用に関する記載

 電子マニフェストを使用することで、不法投

棄等の廃棄物の不適正処理を防ぐことがで

きます。

 発注者自身が廃棄物の流れを追うことがで

きます。

信頼できる解体業者と契約する

 工事内容の説明を丁寧に行う事業者

 近隣対策を丁寧に行う事業者

 法令を遵守する事業者

https://www.jwnet.or.jp/jwnet/practice/assets/files/leaflet_202305.pdf
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